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①アレルギー疾患患者や家族に対する相談対応
対応
方法 時間 対応者 内容

近畿大学
病院

電話
メール

週5回 医師・看護師
など

アレルギーセンターの窓口である患者支援セン
ターからの連絡で、専任看護師または医師が
電話相談を毎日9時から17時まで受け付けて
いる。また、専用メールも開設している。

１．HP開設や講習会によってアレルギーセン
ターの存在を知った患者本人、家族からの電
話相談が年間22件。

２．医師からの電話による患者についての相談
が年間32件。

３．患者会や学校等からの講習会依頼の電話が
年間18件。

４．メールによる相談はなかった。
電話相談よりもアレルギーセンターの存在を
知って紹介、あるいは直接受診する人が多
かった。



②地域の医師に対するアレルギー
疾患研修会の実施

内容

近畿大学病院

医療従事者のためのアレルギー研修会
１．堺市 2019年9月22日13：30～15：10 参加者30名
内容: 気管支喘息、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー

２．岸和田市 2020年2月11日13：30～15：10 参加者25名
内容：食物アレルギー、花粉症、皮膚アレルギー検査法

上記モデル事業とは別に2019年9月8日に大阪府拠点病院事業として大阪狭山市
SAYAKAホールにてアレルギー疾患克服のための医療従事者講習会を開催し、50
名の参加者があった。実技講習は非常に良かったとのアンケート結果があった。

経口負荷試験や皮膚検査の依頼が増加した。
プリック検査の実習風景



③アレルギー疾患に対する情報提供
内容

近畿大学病院

１．HPの開設と、受診方法、アレルギー疾患の概説、診断、治療内容についての
ページ増設。

２．患者サポートページやInformationでの市民公開講座、医療従事者講習会の案
内、また、食物アレルギーの診断、治療、エピペンの使用方法をオンデマンド
で紹介できるようにした。

HPを見て自分がアレルギー疾患だと思って来院する人や検査を希望する人が散見
された。

３．市民公開講座：堺市 2019年9月22日10：30～12：10 参加者34名
：岸和田市 2020年2月 2日13：30～15：10 参加者29名

上記モデル事業としての活動以外に、大阪府拠点病院事業として2019年9月8日に
市民公開講座を行い、50名の参加者があった。また、10月13日に企業との共催
で大阪府アレルギー疾患府民公開講座を開催し、府民、医療従事者282名の参加
があった。

市民公開講座 HPでの案内



④アレルギー疾患に係る診断等支援
内容

近畿大学病院

新規事業
１．アレルギーセンターの広報誌を発行して、南大阪の各医療施設、保健所、役
場などに配布した。

２．園や学校における食物アレルギー対策としてYouTubeを作成して、アレル
ギーセンターホームページからオンデマンドで視聴できるようにした。

2019年度通院アレルギー患者(10,834人）と紹介数
３．食物アレルギー 634人

気管支喘息 6,626人
アトピー性皮膚炎 2,986人
花粉症 584人
アレルギー性結膜炎 4人

４．経口食物負荷試験実施人数 217件
５．紹介患者数 1,260件

広報誌 オンデマンド
視聴
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